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説 教 《識の卜)リ ア…ジ 》

pノ ネヽ:1薔 奪‡の春よit、「 恵沐司(静 うヾ久けて、、る簡計鍮曇ふitょ る諷

丸 」として、5鸞 ぎ瀬静の後半峰`らな議等のすも事が掲載f♯tて ヽ`ます。

《濃亀ちは、疲卜健が動 くのな持ってヽヽた。そみ械、上のイ撰ミヽ デ`』要瞥や、it it

降りてきて、水ザ動くことうヾあり、ホが動ヽ`た』キ、軍黙っ九 i(ぶ |(入 る

者は、ど
'ん な

｀
穐氣 11,饉 ってヽ`ても、費軒されたつ` らで

｀
ある。

ベ トザタの∫もlt臨 む曹麻 (極麻 ?)に 満人嗜ヾ亀 tて ヽ`た曖わが、この箇

所デ鴻」響f薫 るヽこと11よ り鮮明 とな
｀
ります。ただ、このよう11新定的 lt

す亀すれてし載うと、キリストの懸 この輩 と人僕の輩 とが競春する機れも

あ拳議した。それヤゝ おそらくこの機鍮嗜ヾ割愛された滅轟だっf〔 のう`も

しれ威ゼん。あるヽ`|ま 1雄偉として、和 十られノ(の かもしね戚ぐん。

その人の病気うヾや風だっ′ξのか、あるヽ`ぼ溝 ノξ躍の感氣だっノ〔のう`

は、李となっては季償員です。「 上れつき 」とヽ`うれま戯"が なヽ`ので、この人

の準令1138歳 よりふ1貧 るう`まt上 で
｀
した。率θ歳代率ばまで117鶴 吟人

が化准 して、ヽた時代で
｀
すぅヽら、この F瘍ス司 1斎 、受れで

｀
も機の人々ょり

もぼるケ呵t景 生ききしてヽ`ノこことitな ります。

さて、その人うヾ脅ξ lt居 観ける曖島(1-つ 、「ふが動くとき、私なすもの

十11入講ヽ てくれる人嗜ヾヽヽなヽヽ」嗜ゝらて
｀
した。もちろんそこlt、 鮭かの家

財織轟一式が縮ってヽ`て磯帝上渚が範れたわけで
｀
械あり重ずんか ら、き

っと餞かが電朧的 it癌 人∫ξちのせ赫 むヒ費いたので
｀
しょう。 t爆 し`、臨

のふ薔嗜ヾ動く』キ藍で
'特

き添って、懸されるド瞑纂》決めること (|卜
)リ ア…

ジ)it輔 とて11、 亀うヾfl lサ てヽ`たの(1越イ象するIt難 くありません。 ある

ヽ`械、症棋デ劇症化 してヽ`導薦人が、優え fオ t∫ξのかもヒオヽ景ゼん。轟麟露

:壼 季現ぜすが、鱒永的 |《 その人は、t)ヒ つ` こメξら38年 もの間、難 ぎずっ

とそこで
｀
、懸 fれ る餞警イ寺ち覇郡ナてヽ`メ1の う`もこれまゼん。

ある繊のことで
｀
した。イエスは、その人の欝静颯 り赫い り`鱗す。ユダ

ヤ人の常識て
｀
lf、 その餞11饉 っ́てヽヽる人it手 を基 ヒ仲べることさえも警嗜

誰魚を費 |す る鶴(書 :懇 餞)で ヒメ〔。

1鸞 tむ
.も

イムスぽ、費の人《)こ とを、見てみぬ源 りはゼず、こう間ヽ`藩ト

|ナ まず、「欅なくくだ1,ノ(ヽ ψヽつか」。こうヽ と:等 え1諸 「れまヽ 」`て
｀`
仁貪麟♭りまIFズL.

その人 (よ 童令デ季罐 |く も、《蘇t滅 ザ俸うヾ縫くなたる議会き亀 してよノ1こ と



争イエス|(‐器警ヒ減す。維 も自分れ色it入 れてくれなヽ`のだと。もちろ

ん彎の人植艇くなりたくなヽ`ので
｀
はあ争減ぐん。ただ、咸念なうヾも蓄鶴

械その日て■壼ヤヽヽことを,猟妻會して、ヽ′《ようです。jも のふ轟も静嵐 ヒノ《妻

講で
｀
Lた 。

こ峰ヽヒその機キ、寺跡11起 こります。間髪き入れず、イエスは嚇載(争 ピ|た

のでした。F起 きて、本音爆ぃ でヽ
｀
ナきなf、 」ゝすると、その人はずく

｀`
lt負

くなって、本懇れヽ`でナき、そこ懇書って行ったのです。

(愛 ど
｀
なく上ダヤ人メ〔ち械、その人争懸 ヒ′(の がイユスてあること

'実きふめて、書・亀鐵|(お 粛のヒノぐこと(1嚢風行為で
｀
あると挙めます。こう`

こイエスは、白崎が春亀戯!t蹂 らず熱体で働 くのは、人なる神うヾそうし

ておられることの鍵晨で
｀
あると、イ友らの1警孝争オ|ナ たので

｀
した。

説 教 《それぞ
｀
ねの任務 》

p'ヽ ネイ島十奮のノ9輩 |(械 、イエスの十字茉のTI(ぼ イ∴スの球就 ど

その炸沐がヽヽたことうヾ言亀fね てヽヽます。イスス魔脅 1電 も几薬飾鋪<麟 マ

)リ アどヨセツの子たち)が ヽ`て、マタイオ6春鶴■(は 、波郵の指人の発守と

して、Fこ の人バイエス)は 人ムの,継 争で
｀
はなヽ`う`.骨親 11マ |リ アと、ヽヽヽ、

几轟械ヤコ1ダ 、麟セツ、シ鵞 t/、 ふダではなヽ`ゆヽ。呻津たち戯管、我々と一

繭露t篠 んでヽ`るで
｀
械なヽ`伊_| とヽ`う気違峰ヾあり浚す。つ崚リイエス(壼 最

小ぞも7人ム弟だっノξこ肝もヾわ豫ヽります。鐸督和(れ すれたえ弟のヤ搬ブ

1壼 機に「義人のヤ曹ブ」 と嗜ばれるようitな り、人々の幕歌摯集め,、 イ

農スうヾ去った機の、エルサレムの稔撻キリスト数会の奮鎮 どλ徴李ねる

よう1く なり11す 。

さて、イエス峰ヾ宣嗜気争輔鶯 した頃 |《 もと
｀`
ると、周囲の人々に、「ぁの男

(イ エス)11丸 うヾ度になって しヽる」と‡ヽ`ふてもれて、圏惑 したイエスの

橡由の人々|ま 、決断》亀られて、番内の策どして、F(イ エスを)取 ′l諄 ぜ

え1電 永ノ〔」のて
｀
す(マ ルコf島 誉輩

・312′ )。 けねど
｀
もその′航ただヒ撃の

さ十で
｀
。イエス|∫ 鍮義の者 ど械黒11漱、の子2人の者争挽縫 として史めてお

り、薇 らもこうした痰1関 万人のスター ト参濃い ら`を′kて ヽ`たのです。

1:申 寺ヾ人ど亀っ`′(こ とで
｀
十来の音イヘ極会 |(痰感ψ ムヾってヽ`たことれ、事

・つのギ議十奮 :ま 包み鍵ずず繁挙 し減す。宮象の鶯斎り:f、 1す りして一哺鱗メ亀



で
｀
は行つ`亀

｀
嗜`嗜たのだと。

瀬‡者、敵拶辮tな れられず ,

ずて
｀
lt議 とイヒしてヽヽるこの書鸞械、ルカイ感誉警の率幸2率 築lt記 さオt

て、`ます。ただ、マタイとマル節の働オ轟な警の常こ鑢ぼルカのものと11少

々響ξなる`もの■ド、こうな
｀
ります。

預曹奪うヾ歌わよtな 、もの1倉 自分の改癖、(統或や)家族の間だ|ナ で
｀
ある(

こちらは、燃そらくルカイ尋壼書
｀
よりもさらlt壼 哺ヽ多で

｀
あると考えられ

ます。マタィで
｀
械√3素の57綿 11、 マルコで

｀
は6輩の率節 |こ れされて

、ヽ崚ず.餃郵だけて
｀
械なく、都覆颯や家族 もまた鶏罪なのだとイエス|ま 唄

會 してヽ`ためて
｀
す。

イムスなき後の凛鶯数会 lt、 イ風スの親族が春流する経たなず乙ず使縫

輩行録の記者で
｀
もあるルカの農場議 ら`すると、イエスの最者の「明す」

を、常のままで轟誉輩 |(れ載すること|《 |オ 払れな感 じ
｀
ていたようです.

疵穐 どは、奪
・
うまで

｀
もなくイ∴スの備者です。家族や奪几壊 と11性 質の

轟なる上場で
｀
ず。喬者の農りつヾ春わなヽ`の 1歯 燿像 11難 くあり崚ゼん。一

つ11な るの械大変で
｀
す。

け組ど
｀
も蒟奮の終的変化が、あ篠もヽビぬ沖 |(よ って一うになるべくた

めらねており、懸史_L、 誉i丸 うヾ¶會ことなっノ(の ノごとすると、まf itこ こ11

ライプニッツ(1蘭イ71る )の 賛多縁.入 学的薇本縁瑾 (予 定襲秦 )力i作 用し

てヽヽたと考えるこ臓嗜ヾで
｀
きる路で

｀
す。


